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お
問
合
せ
先

I
E
E
E
広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事
務
局

〒
7
3
9
-
8
5
2
7

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
1
-
4
-
2
 

広
島
大
学
　
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
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0
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5
（
担
当
：
森
本
，
末
吉
）
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8
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4
-
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2
-
7
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8
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問
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こ
の
度
，
I
E
E
E
広
島
支
部
で
は
第
5
回
I
E
E
E
広
島
支
部
学
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
致
し
ま
す
．
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
，

「
社
会
へ
の
架
け
橋
」
を
今
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
，
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行
う
「
学
生
の
，
学
生
に
よ

る
，
社
会
の
た
め
の
」
イ
ベ
ン
ト
で
す
．
そ
の
目
的
は
，
1
.

従
来
の
学
会
の
研
究
発
表
会
を
更
に
開
放
的
に
す
る
こ
と
に

よ
り
，
よ
り
自
由
で
か
つ
活
発
な
議
論
を
喚
起
し
，
2
.
そ
の

結
果
，
学
生
が
独
自
の
考
え
を
人
前
で
明
確
に
表
現
す
る
術

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
．
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
，
発
表

の
場
と
し
て
，
基
調
講
演
，
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
，

そ
し
て
学
生
の
発
表
の
場
と
し
て
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
．
ま
た
，
前
回
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

研
究
室
展
示
を
今
回
も
行
い
ま
す
．
こ
れ
は
，
日
頃
目
に
す

る
こ
と
の
な
い
大
学
の
研
究
室
の
研
究
を
「
来
て
・
見
て
・

触
っ
て
理
解
で
き
る
」
体
験
的
な
展
示
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
．
皆
様
に
は
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
，
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
．

　
ま
た
，
私
達
は
こ
の
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
学
生
や
企
業

の
方
々
だ
け
で
な
く
，
高
校
生
や
電
気
・
電
子
に
は
あ
ま
り

馴
染
み
の
な
い
一
般
の
方
々
に
も
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
．
入
場
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
，
ど
な
た
で
も

ご
来
場
頂
け
ま
す
．
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
．

　
IE
EE
(I
ns
ti
tu
te
 o
f 
El
ec
tr
ic
al
 a
nd
 E
le
ct
ro
ni
cs
 E
ng
in
ee
rs
)　

は
電
気
電
子
技
術
に
関
す
る
国
際
的
な
学
術
組
織
で
，
そ
の

活
動
は
電
気
電
子
技
術
を
中
心
に
通
信
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部

品
か
ら
医
学
，
生
物
学
な
ど
多
岐
に
亘
り
，
人
間
社
会
と
専

門
知
識
の
発
展
，
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．

会
員
は
世
界
1
5
0
ヶ
国
に
3
6
万
人
以
上
を
数
え
，
世
界
中
の
4

万
人
以
上
の
学
生
会
員
が
I
E
E
E
の
成
長
と
活
力
に
貢
献
し
て

い
ま
す
．

テ
ク
ニ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
者
募
集
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＊
お
問
合
せ
は
下
記
の
ア
ド
レ
ス
ま
で

第
5
回
H
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S
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実
行
委
員
会
事
務
局
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本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
，
学
生
の
発
表
の
場
と
し
て
テ
ク

ニ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
．
こ
の
テ
ク
ニ

カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
，
一
般
参
加
者
と
発
表
者

と
の
質
問
主
導
型
の
意
見
交
換
を
想
定
し
た
，
学
生
の
研
究

発
表
で
す
．
発
表
者
は
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
発
表
（
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
加
え
て
種
々
の
研
究
機
器
を
用
い
た
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
う
こ
と
で
，
研
究
成
果
を
存
分

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
発
表
対
象
者
は
，
電
気
，
電
子
，
通
信
，
情
報
関
連
分
野

を
主
に
研
究
す
る
中
国
地
域
の
大
学
院
生
・
大
学
生
・
高
専

生
・
短
大
生
・
専
門
学
校
生
で
あ
り
，
I
E
E
E
会
員
で
な
い
方

も
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
さ
れ
る
方
々
に
は
，
ま
ず
，

発
表
予
定
の
論
文
概
要
（
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
）
を
提
出
し
て

頂
き
ま
す
．
提
出
し
て
頂
く
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
は
，
H
I
S
S
査

読
委
員
の
先
生
方
に
審
査
し
て
頂
く
た
め
の
も
の
で
す
．
採

択
さ
れ
た
方
々
に
は
，
後
日
，
論
文
集
に
掲
載
さ
れ
る
原
稿

(
F
i
n
a
l
 
c
a
m
a
r
a
 
r
e
a
d
y
 
p
a
p
e
r
s
)
お
よ
び
研
究
内
容
の
要

旨
を
提
出
し
て
頂
く
と
と
も
に
，
こ
れ
を
も
と
に
会
場
に
て

テ
ク
ニ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
頂
き
ま
す
．

審
査
用
論
文
概
要
の
提
出

提
出
形
式
：
・
形
式
は
所
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
う
．

　
　
　
　
　
　
(
A
4
サ
イ
ズ
１
枚
，
カ
ラ
ー
不
可
，
図
表
を

 締
切
：
2
0
0
3
年
8
月
1
8
日
（
月
）

　
審
査
用
論
文
原
稿
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
お
よ
び
申
込
み
書
は
，

H
I
S
S
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
近
日
掲
載
致
し
ま
す
．
ま
た
，
論
文

集
に
印
刷
さ
れ
る
原
稿
の
様
式
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
も
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
．
な
お
，
採
択
さ
れ

論
文
集
に
掲
載
す
る
原
稿
の
ペ
ー
ジ
数
は
2
～
4
枚
程
度
で
す
．

H
I
S
S
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
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-
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H
I
S
S
広
島
支
部
で
は
，
自
ら
主
体
的
に
行
動
し
，
自
分
の

考
え
お
よ
び
研
究
成
果
を
人
に
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
学
生
を
育
成
し
て
い
く
た
め
，
I
E
E
E
広
島
支
部
学
生
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
て
，
以
下
の
よ
う
な
表
彰
制
度
を
設
け
て
お
り

ま
す
．

[
H
I
S
S
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
]

　
・
H
I
S
S
最
優
秀
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
（
1
名
）

　
・
H
I
S
S
優
秀
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
（
若
干
名
）

[
H
I
S
S
研
究
賞
]

　
・
H
I
S
S
最
優
秀
論
文
賞
（
1
名
）

　
・
H
I
S
S
優
秀
論
文
賞
（
若
干
名
）

[
H
I
S
S
研
究
室
展
示
賞
]

　
・
H
I
S
S
最
優
秀
研
究
室
展
示
賞
（
1
研
究
室
）

2
0
0
3
年
8
月
1
8
日
：
審
査
用
「
論
文
概
要
」
提
出
締
切

2
0
0
3
年
9
月
1
2
日
：
査
読
結
果
報
告
開
始

2
0
0
3
年
9
月
2
6
日
：
研
究
発
表
内
容
要
旨
　
提
出
締
切

2
0
0
3
年
1
0
月
1
7
日
：

　
　
　
　
F
i
n
a
l
 
c
a
m
a
r
a
 
r
e
a
d
y
 
p
a
p
e
r
s
提
出
締
切

2
0
0
3
年
1
2
月
1
3
日
，
1
4
日
：

　
　
　
　
I
E
E
E
広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
研
究
室
展
示
と
は
，
大
学
の
研
究
室
で
行
わ
れ
て
い
る
研

究
を
一
般
の
皆
様
へ
広
く
認
知
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
．
そ
の
た
め
に
，
一
般
参
加
者
の
方
々
が
実
際

に
「
来
て
・
見
て
・
触
っ
て
理
解
で
き
る
」
，
体
験
的
で
分

か
り
や
す
い
展
示
を
行
い
ま
す
．

第
5
回
I
E
E
E
広
島
支
部
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会

委
員
長
　
森
本
　
高
志
　
（
広
島
大
）

副
委
員
長
　
末
吉
　
徹
也
（
広
島
大
）
　
勝
原
康
彦
（
山
口
大
）

総
務
専
門
委
員

＊
小
野
　
将
寛
（
広
島
大
）
　
　
松
村
　
俊
平
（
広
島
大
）

　
横
山
　
弘
志
（
山
口
大
）

財
務
専
門
委
員

＊
河
合
　
正
人
（
広
島
大
）
　
　
三
川
　
浩
一
（
広
島
市
立
大
）

　
小
原
　
宗
明
（
山
口
大
）

会
場
専
門
委
員

＊
柿
手
　
智
弥
（
広
島
大
）
　
　
吉
田
　
英
輔
（
広
島
大
）

　
南
　
智
史
（
広
島
市
立
大
）
　
中
川
　
裕
士
（
広
島
市
立
大
）

広
報
・
出
版
専
門
委
員

＊
外
塚
　
英
治
（
広
島
市
立
大
）
稲
川
　
朋
宏
（
広
島
大
）

　
横
山
　
雄
一
（
広
島
大
）
　
　
川
島
　
潤
（
岡
山
大
）

　
原
田
　
周
一
（
島
根
大
）
　
　
竹
林
　
純
司
（
山
口
大
）

論
文
・
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
委
員

＊
田
中
　
敦
史
（
広
島
市
立
大
）
木
本
　
健
太
郎
（
広
島
大
）

　
原
　
清
仁
（
広
島
大
）
　
　
　
岡
　
宜
史
（
広
島
市
立
大
）

　
河
野
　
臣
和
（
広
島
市
立
大
）
高
田
　
淳
年
（
岡
山
大
）

　
田
中
　
大
介
（
岡
山
大
）
　
　
藤
崎
　
一
禎
（
岡
山
大
）

　
濱
野
　
智
明
（
島
根
大
）
　
　
木
下
　
慎
（
鳥
取
大
）

　
笹
岡
　
直
人
（
鳥
取
大
）
　
　
佐
々
木
　
悠
介
（
鳥
取
大
）

　
藤
井
　
勇
馬
（
山
口
大
）

講
演
専
門
委
員

＊
雲
丹
亀
　
光
重
（
島
根
大
）
　
滝
井
　
英
介
（
広
島
大
）

　
上
田
　
勇
貴
（
島
根
大
）
　
　
西
尾
　
拓
朗
（
島
根
大
）

　
咽
原
　
良
浩
（
鳥
取
大
）
　
　
冨
高
　
功
介
（
鳥
取
大
）

　
藤
吉
　
智
彰
（
鳥
取
大
）
　
　
山
本
　
貴
史
（
鳥
取
大
）

新
企
画
専
門
委
員

＊
子
林
　
景
（
広
島
大
）
　
　
　
川
口
　
俊
文
（
広
島
市
立
大
）

　
坂
本
　
秀
一
（
岡
山
大
）
　
　
生
田
　
真
也
（
島
根
大
）

　
濱
田
　
鎮
教
（
島
根
大
）
　
　
山
田
　
洋
明
（
島
根
大
）

　
青
柳
　
正
紘
（
山
口
大
）
　
　
高
橋
　
拓
生
（
山
口
大
）

*
は
専
門
委
員
長
を
表
す
．
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含
む
，
表
題
は
1
4
～
1
6
p
t
，
本
文
は
1
0
p
t
）

・
論
文
概
要
に
は
該
当
分
野
(
a
)
電
気
(
b
)
電
子

　
(
c
)
通
信
(
d
)
情
報
(
e
)
基
礎
(
f
)
そ
の
他
　
を

　
明
記
の
こ
と
．

・
論
文
概
要
は
P
S
ま
た
は
P
D
F
に
変
換
し
て
ご

　
送
信
く
だ
さ
い
．
ま
た
，
ご
送
信
時
に
H
I
S
S

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
申
込

　
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
，
論
文
概
要

　
と
申
込
書
の
2
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
下
記
の
ア

　
ド
レ
ス
ま
で
ご
返
信
く
だ
さ
い
．
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